












































いておられたことから、先生は昭和 20 年 12 月 12 日に戦犯容疑者として




















































ス粒子に区分する。物質粒子の構成は６つのクォーク（u, d, s, c, b, t）とレ
プトン（e, μ , τ , νe, νμ , ντ）とそれらの反粒子であり、ゲージ粒子は強い力









































南 川 利 之
1967 年、Friedman, Kendal, Taylor が率いるグループが、SLAC で線
形加速器とスペクトロメーターを用い、電子陽子の散乱実験により陽子が
u と d クォークから出来ていることを明らかにした。
1974 年、Ting が率いるグループは、BNL で、加速器 AGS とスペクト
ロメーターを用い、陽子を陽子に衝突させ、c と反 c クォークからなる粒
子 J /ψを発見した。一方、Richter が率いるグループは、SLAC で、加
速器 SPEAR と粒子検出器 Mark I を用い、ハドロン、μ+ μ-, あるいは、
e+ e- を観測して、J /ψを発見した。
1995 年、CDF と DZero グループが、FNAL で、加速器 Tevatron、お
よび、粒子検出器 CDF と DZero を用い、陽子反陽子の衝突で生成された
t と反 t クォークが、１個の電子またはミューオン、４つのジェット、お
よび、ニュートリノになることを観測して、t クォークの存在を確認した。
1983 年に、Rubia と van der Meer が、CERN で加速器 Spp-S、および、
粒子検出器 UA1 と UA2 を用い、陽子と反陽子を衝突させ、W 粒子の場
合は、電子とニュートリノを観測し、Z 粒子の場合は、電子と陽電子ある













三 浦 公 雄
ある素粒子の質量を近似的に計算してイタリアの専門誌 IL Nuovo 








して使用されていたと聞いていた。式は I. S. Gradshteyn & I. M. Ryzhik, 
TABLE of INTEGRALS, SERIES, and PRODUCTS, the 6th ed. ; Editor 
Alan Jeﬀ rey, Associate Editor Dan Zwillinger ; ACADEMIC PRESS に記
載されている。
